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補足資料（広島県の詳細） 平成 28年 1 2月２日

中 国 四 国 農 政 局

平成28年産水稲の収穫量（広島県）

【調査結果の概要】

１ 広島県における平成28年産水稲の作柄は、８月の日照時間及び気温日較差

が平年を上回ったため、登熟が「やや良」となりました。

このため、10ａ当たり収量は作柄の悪かった前年産に比べ24kg増加し、

531kgとなりました。

また、農家等が使用しているふるい目幅（1.80mm）ベースの作況指数は

102（やや良）となりました。

２ 収穫量（子実用）は12万8,000ｔとなり、前年産に比べ2,800ｔ（２％）増

加しました。また、収穫量（主食用）は12万4,300ｔとなりました。

図1 広島県の作柄表示地帯別10ａ当たり収量及び作況指数
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【調査結果】

１ 作柄概況

穂数は、６月が多雨・日照不足で推移したため、「少ない」となりました。

一方、１穂当たりもみ数は、７月上旬から８月上旬が高温・多照で推移した

ことに加え、穂数が少ないことによる補償作用が生じたことから、「やや多い」

となりました。このため、全もみ数は「平年並み」となりました。

登熟は、８月の日照時間及び気温日較差が平年を上回ったため、「やや良」

となりました。

以上の結果、広島県の10ａ当たり収量は531㎏となり、作柄の悪かった前年

産に比べ24kg増加しました。

作柄表示地帯別にみると、南部が534kg（前年産に比べ26kg増加）、北部が

530kg（同23kg増加）となりました。

また、農家等が使用しているふるい目幅（中国地域は1.80mm）以上に選別

された玄米を基に算出した作況指数は102（やや良）となりました。

作柄表示地帯別においても、南部、北部ともに102（やや良）となりました。

２ 収穫量

収穫量（子実用）は12万8,000ｔで、作付面積は減少したものの、10ａ当た

り収量が前年産をやや上回ったことから、前年産に比べ2,800ｔ（２％）増加

しました。

また、主食用作付面積に10ａ当たり収量を乗じた主食用の収穫量は、12万

4,300ｔとなりました。

３ 被害概況

水稲の被害を種類別に見ると、気象被害の「日照不足」が最も大きく（被

害総量に占める割合36％）、次いで獣害や鳥害等の「その他」（同19％）、病

害の「いもち病」（同17％）となりました。
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表1 平成28年産水稲の作付面積及び収穫量（広島県及び作柄表示地帯別）

表２ 平成28年産水稲の作柄概況

表３ 被害種類別被害面積及び被害量（広島県）

注：１被害面積は、同一地域で２種類以上の被害を受けた場合は重複して計上しています。

２その他の主な被害は、獣害です。

少ない やや多い 平年並み やや良

南　　部 やや少ない 多い やや多い 平年並み

北　　部 少ない やや多い やや少ない 良

広　島　県

区　　分

平　　　年　　　比　　　較

穂数の
多 少

１穂当た
りもみ数
の 多 少

全もみ数
の多少

登熟の
良 否

実数
主食用

作付面積
収穫量

（主食用）

対比 ② ⑥=①×② 対比 ⑦ ⑧=⑦×②

ha ha ％ kg kg kg t ％ ha t

24,100 △ 600 98 531 523 512 102 128,000 2,800 102 23,400 124,300

南　　部 9,920 △ 380 96 534 522 511 102 53,000 700 101 … … 

北　　部 14,200 △ 300 98 530 524 512 102 75,300 1,800 102 … … 

t

10ａ
当たり
収量

参　　考

前年産との
比較

収穫量（子実用）

区分
前年産との比較

作付面積（子実用） （参考）農家等が使用している
ふるい目幅で選別

対差対差

広　島　県

実数

①

10ａ
当たり
収量
③

10ａ
当たり

平年収量
④

作況
指数

⑤=③/④

構成比

ha ｔ ％

31,200 7,440 100

うち 15,600 3,610 49

風 水 害 4,340 695 9

日 照 不 足 10,100 2,700 36

   うち 病       害　 10,600 1,960 26

い も ち 病 6,290 1,260 17

紋 枯 病 3,530 580 8

うち 2,780 468 6

うち 2,220 1,400 19そ の 他

区　　分 被害面積 被害量

 総      　　　数

気 象 被 害

虫 害
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表４ 平成28年産水稲の生育ステージ

表５ 平成28年産水稲玄米のふるい目幅別重量分布状況（広島県）

重 量 割 合 ( ％ ) 100.0 0.5 1.0 1.4 1.7 10.3 85.1

平 均 値 100.0 0.7 1.3 1.7 2.1 12.1 82.1

対 平 均 差 0.0 △ 0.2 △ 0.3 △ 0.3 △ 0.4 △ 1.8 3.0 

1.80㎜
～1.85mm

1.85㎜
～1.90mm

1.90㎜
～2.00mm

2.00㎜
以　上

区　　分 計
1.70㎜以上

　1.75㎜未満

1.75㎜
～1.80㎜

対平年差 対前年差

月　日 月　日 月　日

5. 4  5.18  6. 5 1日早 並み

南　　部 5. 4  5.23  6. 9 2日早 1日早

北　　部 5. 3  5.14  6. 1 1日遅 1日遅

対平年差 対前年差

月　日 月　日 月　日

7.23  8. 8  8.25 1日早 1日早

南　　部 7.24  8.17  8.29 1日早 3日早

北　　部 7.22  8. 1  8.21 並み 並み

対平年差 対前年差

月　日 月　日 月　日

9. 4  9.27 10.16 1日遅 3日早

南　　部 9. 5 10. 6 10.20 2日遅 2日早

北　　部 9. 2  9.20 10.13 並み 3日早

広　島　県

広　島　県

区　　分

刈　　 取　　 期

始　期 最盛期 終　期
最盛期の比較

広　島　県

区　　分

出　　穂　　期

始　期 最盛期 終　期
最盛期の比較

区　　分

田　　 植　　 期

始　期 最盛期 終　期
最盛期の比較
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表６ 平成28年産水稲玄米のふるい目幅別10ａ当たり収量及び収穫量（子実用）

（広島県）

表７ 平成28年産水稲作況標本筆の10ａ当たり玄米重の分布状況（広島県）

図２ 平成28年産水稲作況標本筆の10ａ当たり玄米重の分布状況（広島県）
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1.75㎜ 1.80㎜ 1.85㎜ 1.90㎜ 2.00㎜
以　上 以　上 以　上 以　上 以　上

10ａ当たり収量(kg) 531 528 523 516 507 452

収穫量(子実用)(t) 128,000 127,400 126,100 124,300 122,100 108,900

区　　分 1.70㎜
以　上

単位：％

筆数割合 100.0 － 0.5 0.5 7.7 21.4 41.7 24.5 3.7

前年値 100.0 － － 0.9 10.0 25.1 48.0 13.7 2.3

対前年差 0.0 － 0.5 △ 0.4 △ 2.3 △ 3.7 △ 6.3 10.8 1.4

500～
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700kg
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計
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◎累年統計表

子　実　用

ha ha kg t ha t

広 島 県 平成18年産 27,000     26,900 505   135,800   97 … … 

19 26,900     26,700 519   138,600   99 … … 

20 26,400     26,200 539   141,200   103 26,000 140,100 

21 26,200     26,000 521   135,500   100 25,900 134,900 

22 26,500     26,400 511   134,900   98 26,000 132,900 

23 26,200     26,000 523   136,000   100 25,500 133,400 

24 26,200     26,000 539   140,100   103 25,500 137,400 

25 26,200     26,000 520   135,200   99 25,500 132,600 

26 26,000 25,600 497 127,200 95 24,800 123,300

27 25,500 24,700 507 125,200 96 24,000 121,700

28 25,100 24,100 531 128,000 102 23,400 124,300

南　部 平成18年産 11,900     11,900 501   59,400    96 … … 

19 11,900     11,800 517   61,000    98 … … 

20 11,400     11,300 545   61,600    104 … … 

21 11,200     11,100 524   58,200    100 … … 

22 11,200     11,200 504   56,400    96 … … 

23 11,100     11,000 526   57,900    100 … … 

24 11,000     10,900 538   58,600    102 … … 

25 11,000     10,900 516   56,200    98 … … 

26 10,800 10,700 511 54,700 97 … … 

27 10,500 10,300 508 52,300 96 … … 

28 10,200 9,920 534 53,000 102 … … 

北　部 平成18年産 15,100     15,000 509   76,400    98 … … 

19 15,000     14,900 521   77,600    100 … … 

20 15,000     14,900 534   79,600    102 … … 

21 15,000     14,900 519   77,300    99 … … 

22 15,300     15,200 516   78,400    99 … … 

23 15,100     15,000 520   78,000    100 … … 

24 15,200     15,000 540   81,000    103 … … 

25 15,200     15,100 523   79,000    100 … … 

26 15,200 14,900 487 72,600 93 … … 

27 15,000 14,500 507 73,500 97 … … 

28 14,900 14,200 530 75,300 102 … … 

参 考

主 食 用
作 付 面 積

収 穫 量
（主食 用）

区　分
作 付 面 積

（青刈り面積を含む。）

10a当たり
収 量

収 穫 量
( 子 実 用 )

作 況
指 数
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半旬別気象図

　気象庁「アメダス」を基に作成
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本資料は、「平成28年産水稲の収穫量（中国四国地域）」の補足資料です。調査の概要や注意書

きは、「平成28年産水稲の収穫量（中国四国地域）」をご覧ください。

【お問合せ先】

中国四国農政局 広島県拠点 統計チーム 担当：児山、山崎

電 話：082-228-5847 FAX：082-228-5834

作柄表示地帯 市　　町　　村　　名

南部
広島市、呉市、竹原市、三原市、尾道市、福山市、大竹市、東広島市、廿日市市、江田島市、
府中町、海田町、熊野町、坂町、大崎上島町

北部 府中市、三次市、庄原市、安芸高田市、安芸太田町、北広島町、世羅町、神石高原町


